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１．はじめに

　本稿の目的は、サブサハラ・アフリカ地

域 ( 以降、アフリカ地域 ) における学習指

導法の学力への影響に関する実証的研究を

分析し、その動向と課題を明らかにするこ

とである。

　アフリカ地域は、「万人のための教育

(Education for All)」という目標を掲げて

以来、急速な就学率向上を成し遂げたもの

の、学校に通った後でも児童が最低限の学

力の習得ができていないという‘学びの危

機’に直面している (UNICEF 2020)。2017

年に実施された調査では、初等学校を修了

した児童の 80% 以上が基礎的な学力を身

につけていないと報告されている (UNESCO 

2017)。また、開発途上国（以降、途上国）

を対象とした生徒の学習到達度調査 (PISA 

for Development) では、アフリカ地域の成

績は最も低く、そのうち最下位の成績を示

したアフリカ地域の国では 95% 以上の生徒

がリーディングと数学において最低限の習

熟レベルに達していないという深刻な状況

が明らかになった (OECD 2018)。

　このような状況の改善を目指すアフリカ

地域の国々は、国際社会と連携をとりな

がら、教育の質の向上に関する政策を実施

してきた。その中で、児童の学力向上のた

めに最も効果的な教育的介入が何であるか

を調査する研究が進められており、アフリ

カ地域における学力向上を目指した様々

な介入についての信頼性の高い研究が行わ

れてきた (Masino & Nino-zarazua 2015; 

Graham & Kelly 2018; Guthrie 2021)。結

果として、最も学力向上に寄与した介入は、

教師の学習指導法の改善であることが示唆

されている (Conn 2014)。他にも、アフリ

カ地域で教師の授業で指導の質が児童の学

業成績に影響を及ぼしていると報告されて

いる (Akyeampong et al. 2013; Hamilton 

& Hattie 2022)。

　しかし、アフリカ地域で実施された実証

研究に着目して、具体的にどのような学習

指導法の改善が学力への影響を及ぼしたか

を分析した研究は、著者の知る限りまだな

されていない。そこで、本研究では、これ

までアフリカ地域で実施された学力への影

響を検証した学習指導法の実証研究につい

て、今日的な研究動向の把握と課題の整理

を行い、今後の研究に資するためにナラティ

ブレビューを行った。

２．先行研究

　2000 年以降から、アフリカ地域の教育

分野において、教育的介入と学力の因果関

係を科学的に検証することを目的とした研

究が徐々に実施されるようになった。この

傾向は、1990 年代から起った医療における

エビデンスベースの治療の考え方に影響を

受け、教育分野でもエビデンスベースのア

プローチが重要視されるようになった結果

である ( 大槻ら 2011)。さらに、経済協力

機構 (OECD) は「教育におけるエビデンス」

の重要性を強調し、研究で得られたエビデ

ンスを教育政策に活用することを推進して
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いる (OECD 2007)。このため、先進国では

エビデンスを示す研究やエビデンスを集め

たレビュー研究が増加傾向にある ( 佐々木 

2020)。ここでの「エビデンス」とは、科

学的根拠に基づく有効性を指し、その有効

性は介入と結果の間の因果関係の強さに

応じて評価される ( 惣脇 2019)。特に注

目される研究手法は、ランダム化比較実

験 (Randomized Controlled Trial, 以 降、

RCT) で、この方法は因果関係の根拠を示す

上で非常に有力な手段とされている ( 佐々

木 2020)。さらに、RCT の結果を複数集め

て包括的に分析する手法として「メタ分

析」が 1976 年に教育心理学者の Glass (G. 

V. Glass 1940-) によって提唱された ( 大

槻 ら 2011)。それ以来、メタ分析はエビデ

ンスの最高水準とされ、教育分野の学習指

導法の効果を調査するためにも広く活用さ

れている ( 例えば、Marcucci 1980; Dochy 

et al. 2003; Roseth et al. 2008 など )。

　一方で、教育の現場においては、RCT や

メタ分析の結果だけがエビデンスとは限ら

ず、複雑な文脈を考慮する必要があるとの

指摘がある。教育環境は文脈によって異な

るため、一国や一地域での RCT の研究結果

が他の場所で同じように有効であるかどう

かは疑問視されている (惣脇 2019)。

　このような背景のもと米国や英国をはじ

めとした欧米諸国では、RCT やメタ分析の

結果がエビデンスとして量産されてきた。

その既存研究をもとに、Hattie（2009) は、

800 以上のメタ分析と 5 万本以上の研究を

統合し、学力に最も大きな影響を与える要

因を特定した。その結果、教師が教室で行

う指導が学習者に最も大きな影響を与える

ことが示された。さらに、Hattie（2009)

は、教師が授業で活用した学習指導法で学

力向上に高い効果があったのは、「相互教授

法」、「メタ認知的方略」、「問題解決的指導」、

「協同的な学習と個別的な学習」、「直接教授

法」、「完全習得学習」、「概念地図法（コン

セプトマッピング）」、「目標設定」、「ピア

チュータリング」、「協同的な学習と競争的

な学習」、「行動目標と先行オーガナイザー」、

「協同的な学習」であったことを明らかにし

た (Hattie 2009)。この研究は、教育にお

けるエビデンスの全体像を明らかにすると

いう意味で有益であった ( 惣脇 2019)。ま

た、Hattie（2009) の研究は、既存のメタ

分析の研究で示された効果量をもとに、学

力に与える効果についての連続尺度を提案

したことに重要な意味があった。具体的に

は、教育的介入の効果量が望ましい効果の

範囲に達しているとき(効果量が0.4以上)

に、高い効果があることを説明した (Hattie 

2009)。しかしながら、Hattie（2009) の

研究は、主に先進国を対象としており、途

上国での研究は含まれていない。その後、

Hamilton と Hattie（2022) は、 研 究 対 象

を途上国に広げて、途上国における学力に

影響を与える要因の効果について 900 以上

のシステマティックレビュー論文を分析し

たが、その研究で、具体的な学習指導法

の効果分析は行われていない (Hamilton & 

Hattie 2022)。

　途上国での教育介入に関する研究の中

で、Snilstveit ら (2015) は、アフリカ地

域を含む 52 カ国の途上国における教育的

介入のメタ分析を行い、構造化された指導

法 (structured pedagogy) が児童の学力の

向上に最も効果があることを明らかにした

(Snilstveit et al. 2015)。構造化された

指導法は、教科内容や指導方法を包括的に

改善する取り組みを指し、カリキュラム改

訂、教科書や指導書の改善、教師研修等を

統合した介入が含まれている (Snilstveit 

et al. 2015)。この研究で、包括的なアプ

ローチを含んだ学習指導法の改善が児童

の学力向上に最も効果があることを示し

た。しかし、Snilstveit らは、研究の限界

として、その他の学習指導法の効果の比較

分析にまで至らなかったことを述べている
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(Snilstveit et al. 2015)。その理由は、

Snilstveit ら (2015) が分析対象とした文

献を、RCT を研究方法として用いたものに

限定したことが挙げられる。そのため、分

析対象はプロジェクトアプローチによる指

導法の１件のみであり、RCT 以外の研究方

法を用いたその他の学習指導法についての

分析は含まれていない。

　また、Conn（2014) は、アフリカ地域に

焦点を当て、教育的介入と学力向上に関す

る文献のメタ分析を行った。Conn の研究に

よれば、児童の学力への影響において、保

健プロジェクトの介入は負の効果を示し、

学校運営の向上・教師へのインセンティブ・

教材教具配布 ( 配布のみ )・コミュニティ

の介入・学校給食はいずれも学力との因果

関係は低く、キャッシュトランスファー

( 児童の学費を学校に直接支払う制度 ) は

中程度の効果で、教師の指導法改善が最も

高い効果があった (Conn 2014)。具体的に

は、「探究的指導」、「バイリンガル指導法」、

「協同的学習」、「段階的指導」、「テクノロ

ジーを活用した学習」が含まれていた (Conn 

2014)。しかし、Conn（2014) の研究も同様

に RCT を用いた研究に焦点を当てており、

その内容は、新しい指導法の介入だけでは

なく、カリキュラム・教科書・指導書の改

訂や教師訓練まで含めた包括的なプロジェ

クト型の介入も含まれていた。そのため、

Conn（2014) の研究は、厳密には学習指導

法の効果を検証した研究のみを対象とした

ものとは言えない。

　以上のように、RCT やメタ分析を主とす

る教育的介入における学力への効果を検証

した研究は、先進国から途上国へ急速に広

がっており、アフリカ地域を含む途上国に

おいても、教育分野の様々な教育的介入に

おける学力向上への効果を検証した研究が

実施されるようになった。その中で、最も

学力向上に正の効果があったのは、教師の

学習指導法の改善であったことが明らかに

されてきた。しかし、これまでの研究はプ

ロジェクトの包括的な介入や RCT を用いた

実証研究のみに限定され、RCT 以外の研究

方法で学習指導法の効果を検証した実証研

究を対象としていない。そのため、アフリ

カ地域内で行われている学習指導法の効果

に関する研究動向や課題についての理解が

不足している。

　本研究では、アフリカ地域を対象として

学習指導法の学力への影響を検証した研究

において RCT だけでなく、RCT 以外の手法

も含めた既存研究を概観し、最近の同テー

マにおけるアフリカ地域の研究動向を明ら

かにすることを試みる。そして、これまで

の研究から学習指導法の効果と今後の研究

課題を明らかにすることを目的とする。

３．研究方法

　本研究は、アフリカ地域を対象にした学

習指導法の学力への影響を検証した研究を

網羅するために、以下の手順に従ってナラ

ティブレビューを行った。まず、アフリカ

地域において学習指導法の学力への影響に

関する実証研究を対象として、Education 

Resources Information Center (ERIC) お

よび Science Direct のデータベースを用い

て文献検索を行なった。ERIC データベース

は、幅広い教育研究を包括的に収録してお

り、Science Direct は、準実験や RCT など

の手法を用いた研究が多く蓄積されている

ため、これらのデータベースを選択した。

　検索の対象期間は、アフリカ地域におけ

る近年の研究動向を調査するために 2000 年

1 月から 2020 年 12 月とした。文献の選択

基準は、信頼性の確保という観点から査読

付学術論文を対象とし、さらに、最新の研

究結果を収集するという目的から、博士論

文および Working Paper を対象とし、英語

で執筆された論文に焦点を当てた。検索キー

ワードは以下の通りとした。



図１．文献採択プロセスのフローチャート

（出所）Moher et al. 2009 より筆者作成
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1)“impact” or “effect” or “outcome” 

or “result” or “consequence”

2)“ac a d e m i c  a c h i e v e m e n t” o r 

“educational attainment” or 

“a c a d e m i c  p e r f o r m a n c e” o r 

“academic success” or “academic 

outcomes” or “school performance”

3)“randomized” or “RCT” or “quasi-

experiment”　or “empirical study”

4)“ Africa” とサブサハラ・アフリカ地

域の全ての国名 (1)。

　検索キーワードに指導法 (teaching 

method, instructional method) や特定の

指導法の名前を使用せず、効果 (impact, 

effect, outcome) と 学 習 成 果 (academic 

achievement, academic performance)、

研 究 方 法 (RCT, quasi-experiment, 

empirical study)、および対象国 (Africa)

を優先的に検索するキーワードとすること

により、アフリカ地域で学力への効果を検

証した文献群を抽出し、そこから学習指導

法の効果を測った文献を選出する方法を

とった。この方法は、様々な学習指導法の

研究を収集するのに有効であった。

　加えて、教育分野において高いエビデン

スを持つ研究を実施する国際的な研究機関

で あ る Research Institution libraries 

of International Initiative for Impact 

Evaluation (3ie) お よ び Abdul Latif 

Jameel Poverty Action Lab (J-Pal) が公

表している文献も検索対象とした。さらに、

データベース検索で網羅しない文献を捜索

するために、収集されたレビュー研究の参

考文献に記載されている文献をハンドサー

チの対象とした。

　本研究で対象とする学習指導法は、

Reigeluth ら (2017) の人間の学習と発達を

促進するさまざまなやり方という定義に基

づいた (Reigeluth et al. 2017)。この立

場では、学習指導法はあらゆる教授方法を

包含するゆえに、教師が学習者によりよく

教えるために使用した教材教具、教授言語

なども含められる。そのことにより、アフ

リカ地域で試行されている学習指導の方法

を検証した実証研究を網羅することに努め

た。

　抽出した文献をリスト化し、表題、抄録、

フルテキストの順番で該当する文献の採択

を行った。その文献採択のプロセスを図１

に示す。

　文献採択の条件は、以下の通りである。

1) 初等・中等教育に焦点を当てている。

2) 学習指導法（含、教材教具、教授言語）

を用いている。

3)スコアで学力への影響を検証している。

4)RCT、もしくは、介入群と統制群の平均

値の差を比較した準実験を用いている。

5)2 群の数値データ（サンプル数、平均値、

標準偏差、もしくは、効果量）が論文

内に提示されている。

　条件 4) では、RCT に加えて、先行研究で

対象としてこなかった準実験において２群

の比較実験を行っている研究はデータの信

頼性があるとして採択基準に含めた。また、

質確保の観点から、単一グループや単一ク
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ラスを対象とした実証実験やアクションリ

サーチは、この研究では対象外とした。こ

れにより、採択された文献はエビデンスの

信頼性が高いものとなるように配慮した。

　選出された文献において、各研究で用い

られた指導法の学力向上に対する効果量を

調べるために、標準化平均値差の Cohen’s 
d（Cohen 1988) を用いて、その効果量を

算出した。効果の程度の基準については、

Hattie の学力に与える効果についての連

続尺度を採用した（Hattie 2009）。学力に

効果があったことを示す基準値を効果量

d=0.40 以上とし、効果量 d=-0.2 ～ -0.0 を

逆効果 ( 負 )、d=0.0 ～ 0.14 を発達上の効

果(低), d=0.15～0.39を教師の効果(中)、

d=0.40 以上を望ましい効果 ( 高 ) とした

(ibid)。そして、算出された効果量から、

効果の程度 (低、中、高 )に分類した。

　最後に、選定論文において定性的調査を

実施し、対象国、刊行年、研究デザイン、

研究対象の教育レベルと科目、および指導

法の学力への効果について情報を整理した。

４．研究結果と考察

　選定論文の結果を述べる。データベース

検索の結果、380 件の論文を検出し、研究

機関などのウェブサイトの検索とハンドリ

サーチによって 158 件の論文を収集した。

これらの論文を合わせて重複を排除し、合

計で 532 件の論文を特定した。その中で、

表題に基づいて採択された文献は 141 件で

あった。それに続いて抄録の詳細な検討を

行い、97 件の文献を採択した。その後、抄

録で選ばれた 97 件の論文の本文について論

理の流れや手法の妥当性について精査し、

採択の基準に合致しないと判断した論文 75

件を除外し、最終的に 22 件の論文を選定し

た。上記のプロセスに従い、最終的に選定

した 22 件の論文について、論文内で報告さ

れたデータに基づいて効果量を算出した。

選定論文とそれに関する詳細な情報を表１

のエビデンステーブルに示す。

　以下にこれらの論文に関する分析と考察

について述べる。まず、研究の動向につい

て対象国、発行年、件数、研究デザイン、

教育レベル、科目などを概観し、その後、

学習指導法の効果について議論する。最終

的に、考察の要約と今後の課題について言

及する。

4.1 分析対象の国

　選定論文の 22 件の研究が分析対象とした

アフリカ地域の国は、次の 5 カ国であった。

国名と表１に示した研究番号を、研究数が

最も多い国から並べると、ナイジェリアの

12 件 No.5,6,8,9,10,11,12,15,16,17,18,20)、ケニアの 4

件 No.2,13,14,19)、南アフリカの 2 件 No.3,4)、ウ

ガンダの 2 件 No.1,21)、ザンビアの 1 件 No.22)

であった。

　著者の所属先と研究テーマについての調

査から、ナイジェリアの状況では、全ての

著者がナイジェリアの大学に所属し、同じ

研究テーマに焦点を当てた研究が多く行わ

れていることが明らかになった。このこと

から、ナイジェリア国内の研究者による共

同研究が盛んであることが理解できる。

　一方で、ケニアと南アフリカを対象とし

た論文には、国際協力プロジェクトに基づ

く研究論文と大学の研究者による研究が含

まれていた。ウガンダ 21) とザンビア 22) の研

究は、国際協力プロジェクトや外部支援に

よる教材や教具の効果に焦点を当てたもの

であった。これらは、プロジェクトの対象

国が、特定の課題を抱えている国 (例えば、

非識字率や理数科目の低い学力など )であ

る可能性や、外部の支援国や支援団体の意

向に従って選ばれた可能性を示唆する。

　以上を受けて、アフリカ地域の学習指導

法における学力への効果研究は、二つの傾

向が浮かび上がった。第一に、アフリカ地

域内の高等教育機関による学術的な研究で
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あり、第二に、外部機関が独自で行った研究、

もしくは、外部機関が域内の高等教育機関

と連携して外部支援により導入した指導法

の効果を調査した研究である。これまでの

先行研究では、RCT による大規模な調査結

果が着目されていたため後者の研究結果ば

かりが研究対象となっていたが、本研究に

より、前者の研究の方が数多く、さまざま

な指導法の研究が実施されていることが明

らかになった。

　また、この研究では、アフリカ地域全体

を対象として文献レビューを行なったが、

結果として、わずか5カ国が研究対象となり、

その中で高等教育機関の研究者による国際

誌への発表においては、ナイジェリアとケ

ニアの研究が非常に突出していた。このこ

とから、研究対象となる国の数において不

均衡が存在し、特に、高等教育機関で研究

が盛んな国が強調される傾向が示された。

4.2 刊行年と件数

　 年 代 別に 見ると、2006 年に 1 件 No.6)、

2010 年に 2件 No.3,12)、2012 年に 3件 No.9,13,18)、

2014 年 に 5 件 No.5,14,17,19,22)、2015 年 に 2

件 No.8,11)、2016 年に 4 件 No.2,4,15,16)、2017 年に

1 件 No.21)、2018 年に 3 件 No.7,10,20)、2019 年に

1 件 No.1) の研究論文が報告された。このこ

とから、2000 ～ 2009 年の 10 年間ではわず

か 1 件の論文が報告されたのに対し、2010

年から 2020 年の 11 年間には 21 件が報告さ

れており、学習指導法の学力への効果に関

する研究が、2010 年以降から急増している

ことが明らかである。

　これを先進国の状況で比較すると、学習

指導法の学力への効果を検証した研究は、

1970 年から 2007 年に 42 件のメタ分析研

究が行われ、年代別に見ると、1970 年に 3

件、1980 年代に 22 件、1990 年代に 10 件、

2000 年代に 7 件の研究が行われた（Hattie 

2009）。その結果、先進国における学習指導

法の学力への効果に関する研究は、1970 年

代から盛んとなり、1980 年代にピークを迎

え、1990 年代以降から徐々に減少している

ことが示されている。

　指導法の種類による研究の傾向を比較す

ると、アメリカで 1960 年代後半に Bloom ら

によって確立された「完全習得学習」の効

果研究では、1970年に1件(一次研究45件)、

1980 年に 6 件 ( 一次研究 275 件 )、1990 年

に 2 件 ( 一次研究 57 件 ) のメタ分析研究が

行われた(Hattie 2009）。このことから、「完

全習得学習」の効果に関する研究は、1980

年代にピークを迎えていることがわかる。

アフリカ地域では、本研究のレビュー結果

により、2015 年から 2018 年で 2 件の一次

研究 No.10,11) が行われていることがわかった

( 採択基準に合致する研究に限る )。また、

「シミュレーションゲーム」を活用した指導

法は、先進国では 1982 年に 58 件の一次研

究を基にその学力への効果をメタ分析して

いる (Szczurek 1982)。対照的に、アフリ

カ地域においては、「シミュレーションゲー

ム」の効果研究が、2016 年に Bello ら No.16)

によって始められている。

　アフリカ地域における学習指導法の学力

への効果に関する研究動向を考察すると、

先進国に比べて約 30 から 40 年遅れて研究

が盛んになりつつあると言えるだろう。学

習指導法に関する研究は、2010 年以降に急

増しており、その研究がまだ初期段階にあ

ると言える。

4.3 研究デザイン

　学習指導法の学力への効果を検証するた

めに 22 件中 3 件の研究で RCT が使用され

ていた。その中で 2 つの研究は対象者数が

2000 人以上または 1 万人以上の大規模調査

であることから、高いエビデンスレベルの

研究が蓄積され始めている。これらの RCT

は、各国が外部機関と協力して長期間にわ

たり準備・実施・評価されており (Brunette 

et al. 2019; Piper et al. 2016; Jere-
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Folotiya et al. 2014)、緻密な設計と大

規模なサンプル数により、介入の効果の有

効性を示している。したがって、これらの

RCT は過去のメタ分析において焦点とされ

る理由と言える。ただし、アフリカ地域で

RCT を実施するのはコストが高いこと、学

校レベルの無作為選定は、国レベルの新指

導法導入や郡・県レベルの導入がない限り

困難であることが指摘できる。したがって、

RCT の実施は、エビデンスの向上に貢献す

るが、準実験の方法によっても学習指導法

の効果に関するエビデンスを得ることがで

きることを考慮すべきである。

　文献の中で主に使用されたのは準実験の

方法で、全体の 22 件のうち 19 件に及んだ。

これらの研究は、実験群と統制群のサンプ

ルサイズの違いに基づいて、2 つのカテゴ

リーに分けられる。一つは、実験群と統制

群のサンプルを 2 つまたは 3 つのクラスか

ら選定したもので、もう一つは、実験群と

統制群それぞれに１つのクラスを選定した

ものであった。共通しているのは、州や地

域内にある全ての学校から無作為に 2 から

8 の学校を選定し、それらを無作為に実験

群と統制群に分割した方法である。それに

より、セレクションバイアスを最小限に抑

えられることが期待できる。これらの研究

では、実験前に事前テストを実施し、実験

群と統制群がほぼ同等の知識レベルを持つ

ことが確認された。そして、実験群に新し

い指導法を導入し、統制群には従来の指導

法の授業を実施し、前後の学力の変化を比

較して差分を分析する方法が採用されてい

た。この差分法は、RCT に比べてエビデン

スレベルが低いものの、効果分析において

有用であることが示されている。

　このことから、本研究で調査した文献に

おいて、準実験 ( 実験群と統制群の比較実

験 ) は、学習指導法の学力への効果を示す

エビデンスを提供する有益な手法であるこ

とが確認された。ただし、無作為選出の方

法により、各群の対象クラス数が 1 から 2

クラスという数に制限されているためバイ

アスの可能性に留意する必要がある。この

問題は、対象クラス数を増やすなどの工夫

により、解決できる可能性があるため、今

後の研究で検討されることが望まれる。

4.4 研究対象の教育レベルと科目

　研究対象の科目について、初等教育と中

等教育に分けてみると、初等教育では、5

件のうち、研究対象とした科目は、現地

語（含、現地語の読み）が 4 件 No.1,2,21,22) 、

現地語と英語の両方を対象とした研究が 1

件 No.3) であった。中等教育では、17 件のう

ち、研究対象の科目は、物理 4 件 No.4,7,8,19)、

生物 2 件 No.5,6)、化学 4 件 No.11,13,14,15)、理科

2 件 No.12,16)、数学 ( 含 .幾何学 )2 件 No.10,18)、

社会 1件 No.9)、英語 1件 No.17)、地理 1件 No.20)

である。これらを教科別に分類すると理系

は計 14 件、文系は計 3件であった。

　初等教育を対象とした学習指導法の研究

は、「母語教授」と「現地語教授」があった。

研究の内容は、1 年生の時に母語で現地語

を学習したときの 2,3,4 年生時の学習効果

や、母語から現地語を学習したグループと

現地語から現地語を学習したグループの学

習効果、現地語から英語を学習したグルー

プと英語から英語を学習したグループの学

習効果を比較した内容であった。対象者数

が大規模であることから、国レベルの実施

における効果検証であることが予想された。

語学習得の補助教材として、読む速さを強

化する「オーディオブックの活用」や、単

語に触れる回数を増やしゲーム感覚で学習

する「リテラシーゲームの活用」があった。

初等教育における言語習得は、その後の学

習に大きく影響することから、その効果的

な指導法における研究が進んでいることが

示唆される。しかし、本研究によって、言

語習得における効果的な指導法の研究は、

まだ限られていることがわかった。アフリ
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カ地域の国々の多言語の度合いや言語習得

における課題がそれぞれ異なるため、各国

レベルで言語習得にかかる効果的な指導法

の研究を進めることは、今後、ますます重

要なテーマであると考える。また、言語以

外の教科 ( 例えば、算数、理科、社会等 )

においても、初等教育の学習指導法の効果

研究が圧倒的に不足していることが明らか

である。そのため、初等教育の他の教科に

おける効果的な学習指導法に関する研究は

重要な研究課題と言える。

　中等教育を対象とした学習指導法の研究

では、理数科目を対象とした研究が多く

見られた。例えば、実験を取り入れた指導

では、「デモンストレーションメソッド」、

「サイエンス・プロセス・スキル」、「探求

的指導」が取り上げられていた。また、理

科の授業で社会的に問題となっている現象

を取り上げ解決策について考案する「問題

解決型学習」や「シミュレーションゲー

ム」、知識や事象の原理の理解を深めるた

めに「構成主義に基づく指導」や「完全習

得学習」、グループで学習を進める「協同

的な学習」が研究対象となっていた。理系

に研究が集中している背景には、科学技

術開発を担う人材を育成するために STEM 

(Science, Technology, Engineering and 

Mathematics) に関する教育を強化する政策

を実施していることが挙げられる。理数科

に焦点を当てた論文の多くは、STEM 人材育

成の重要性と国が抱える理数科教科の低学

力の問題が取り上げられていた。これに伴

い、生徒が関心を持ち、教科内容を理解し

やすくする学習者中心の指導法に対する研

究が盛んに行われている。文系の科目では、

社会科目において「問題解決型学習」に関

する研究や、英語教育において「目標設定」

を重視する指導法に関する研究が行われて

いる。また、地理の授業において「パワー

ポイント」などの視覚教材を活用する研究

が行われている。これらの指導法は、科目

にかかわらず応用できる汎用性がある。し

かしながら、文系の科目に特有のスキルや

能力（例えば、想像力、独創性、創造力など）

を育む指導法に関する研究も奨励されるで

あろう。

　全体的に、初等教育においては主に言語

科目に焦点を当てた研究が行われ、中等教

育では、理系科目に研究が偏っている傾向

がうかがえる。今後、初等と中等教育にお

いて、さまざまな教科に関する指導法の効

果研究が期待される。一方で、理系や文系

の科目に関する研究対象の指導法には、他

の教科の授業でも適用可能な指導法が多い。

このため、科目特有の指導法に加えて、他

の教科でも利用できる指導法に関する研究

も有益であろう。さらに、多くの研究で理

数科目の低学力が問題視されていることか

ら、初等教育と中等教育における理数科目

の学習指導法の連携に関する研究が重要で

あると考えられる。

4.5 学習指導法の学力への影響

　本研究の主要な目的の一つは、学習指導

法が学力に及ぼす影響についての分析と考

察を行うことである。ここでは、学習指導

法の学力への効果に焦点を当て、その効果

について深く探究する。選定された論文に

おいて、研究目的は主に以下の三つのカテ

ゴリーに分類できた。まず、学習者中心の

学習指導法の効果に焦点を当てたものが 15

件 No.4 ～ 18) あった。次に、教授言語による学

力への効果に関する研究が 3 件 No.1,2,3) 存在

した。最後に、教材や教具の効果に関する

研究が 4 件 No.19 ～ 22) あった。これらの研究

目的に基づいて、学習指導法の効果を分析

する。学力への効果は、指導法と学習目的、

学習者の状況、教師の適応度、および指導

法の具体的な使用方法によって異なること

が知られている (Hattie 2009)。したがっ

て、高い効果が示された指導法が全ての学

習者に同様に高い効果をもたらすわけでは
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ないことに留意しなければならない。本研

究では、学習指導法の効果を向上させる要

因に焦点を当て、それらの要因について考

察する。

　まず、多くの研究が学習者中心の学習指

導法と教師中心の指導法の効果を比較する

ことに焦点を当てていることに注目する。

これは、従来の教師中心型指導法から学習

者中心型指導法への変換によって学習効果

が向上すると期待されていることに関連し

ている。こうした研究の中でも、最も高い

効果が示されたものは、Oludipe と Oludipe 

(2010) による「構成主義に基づく指導」で、

効果は d ＝ 8.42 であった。効果の要因につ

いて、同研究では、学習者が新しい概念の

意味を積極的に構築することにより、概念

の理解と定着が促進されたと分析している

(Oludipe & Oludipe 2010)。教師は、従来

の講義形式の授業では見過ごされがちだっ

た生徒の既存知識に焦点を当て、学習者が

自ら新しい知識を既存知識に基づいて構築

することを支援したことが学力向上の要因

であると考えた。実験後２週間の持続確認

テストでも高い効果 (d=7.4) が示され、多

くの学習者がその知識を保持していた。構

成主義によれば、学習者は自分の認知構造

を活用して能動的に選択や解釈を行い、意

味を構築する存在であると考えられている 

(Piage 1952)。このアプローチにより、学

習を情報の単なる受容から、学習者が新し

い知識の意味を構築する活動として捉え、

その活動を教師がサポートしたことが大き

な効果をもたらしたと言える。

　類似したアプローチの指導法として

Lamidi ら (2015) と Adeniji ら (2018) が

調査した「完全習得学習」も学力に高い影

響を示した ( 学力への効果量はそれぞれ

d=4.04, d=3.79)。これらの研究では、学習

者が新しい単元に進む前に特定の習得度を

達成するまで学習を続けるという特徴があ

り、教師の追加のサポートと反復的なテス

トがクラス全体の学習成果を向上させたと

報告されている。これらの結果は、完全習

得学習を提唱した Bloom らが、教師が学習

者の個人差を考慮し、適切な指導と個別の

学習時間を提供することにより、ほとんど

の生徒が教科内容をマスターすることがで

きると主張した内容を裏付けている (Bloom 

1968)。さらに、Hattie（2009) のメタ分析

に基づくと、「完全習得学習」の効果量は、

望ましい効果の基準とされる d=0.4 を上回

る d=0.58 であり、これは学習者の認知レベ

ルと学習速度を考慮した指導の効果性を示

唆している。

　２番目に学力への効果量が高かった指導

法は、Yunusa ら (2014) による「協同的な

学習」(d=7.48) であった。同じ指導法を研

究対象とした Kibirige と Lehong（2016) の

研究でも「協同的な学習」の指導が、学力

向上に高い効果を示した (d=0.94)。どちら

の研究にも共通していたのは、学習者がグ

ループで学習し、その後自己チェックを行

う活動が含まれていたことである。この自

己チェックの活動により、学習者が自身の

学習をモニタリングし、調整できるように

なったことが成績向上の要因として挙げら

れる。

　特に、効果が高かった Yunusa ら (2014)

の研究では、対象としたのは低学力層の生

徒であった。低学力層の学力を向上するの

に、他の学習者との学習が有効である理由

として、教師の説明で理解できなかった内

容を他の学習者がより簡潔な表現で説明す

ることにより、理解ができるようになった

ことが挙げられる。また、自己評価の活動

を通じて、これまで受動的に授業を受けて

いた態度が、能動的な態度に変化したこと

が大きな効果がもたらしたと考えられる。

しかしながら、「協同的な学習」の学力への

効果に関する Johnson ら (1981) の 183 件

の一次研究をメタ分析した結果では、平均

効果量が d=0.73 であった。この効果量の違
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いは、Yunusa ら (2014) の研究が低学力層

のグループを対象としたため、テストスコ

アの向上が非常に高かったことが考えられ

る。このような非常に高い効果量の結果で

もエビデンスとして蓄積することにより、

類似の研究が行われた際にメタ分析にかけ

ることで、より包括的な結論が導かれるで

あろう。

　３番目に高い効果が報告された指導法は、

Abdu-Raheem(2012) の「問題解決型学習」

(d=6.38) であった。同じ指導法を検証した

Olaniyan ら (2015) の研究も高い効果を示

した (d=2.23)。これらの研究で用いられた

問題解決型学習の特徴は、提示された問題

に対して、学習者がそれを解決に導く計画

を立て、それを実行し、振り返ることであっ

た。教師は問題解決に役立つ手順を提供し、

学習者はそれを参考に学習を進める構造が

あった。従って、効果が出た要因は、教師

による適切な手順の説明や学習者へのガイ

ドやサポートにあると考えられる。

　また、提示されたプロセスに沿って学習

を進める「サイエンス・プロセス・スキル」

の効果について Abungu ら (2014) と Chebii

ら (2012）が研究を行い、それぞれ高程度

の効果を示した (Abungu ら：d=1.04-2.05、

Chebii ら : d=0.42-1.04)。これらの研究で

は、学習者が四つのプロセス、すなわち観察、

測定、記録、解釈に従って学習を進める方

法が取られていた。Chebii ら (2012) によ

れば、講義形式の授業に比べて、学習者は

積極的に学習に取り組むようになり、教師

は学習者の進捗をよく観察し、チェックす

るようになった。結果として、教師と学習

者の両者が教授活動や学習活動に対して能

動的な行動に変化したことにより、学力向

上への効果につながったと考えられる。

　Belloら(2016)の「シミュレーションゲー

ム」も高い効果を示している（d=2.35）。こ

の指導法では、社会で実際に起こっている

問題を学習者に提示し、彼らが自身の経験

や知識に基づいて問題の解決策を考案する。

シミュレーションゲームが講義型授業より

も学力向上に高い効果があった理由は、生

徒にとって身近な社会問題を取り扱ったこ

とで興味を引き、オープンエンドの質問を

用いることにより、生徒が自己の考えを発

展させる契機となったためであると考えら

れる。

　加えて、Omwirhiren ら (2016) の「デモ

ンストレーション・メソッド」も高い効果

を示した (d=1.02)。この方法では、教師が

実験を示し、生徒がそれを模倣するという

アプローチを取る。生徒が自身で実験を行

い、その経験から学ぶことが効果的である

ことを示している。

　Idowu ら (2014) の「目標設定」(d=0.37:

中程度 ) と Salman ら (2012) の「行動目標

設定」(d ＝ 1.17: 高程度）では、どちらも

生徒が自ら目標を設定し、それを実行し、

結果をチェックするという内容であったが、

行動目標を設定するほうが、目標を設定す

るよりも高い効果があることが示された。

その理由は、行動目標を設定する際に、目

標に到達するための具体的なステップや方

法を詳細に計画することが挙げられる。こ

のアプローチにより、生徒が目標達成時の

状況をより具体的にイメージしやすくなる

と考えられる。

　M u p i r a と R a m n a r a i n ( 2 0 1 8 ) と

Nwagbo(2006) が研究した「探究型学習」の

効果は、それぞれ低-中程度(d=0.09, 0.27)

と低 - 高程度 (d=0.12-0.72) であった。探

究型学習は、主に理科の授業で用いられる

が、学習者が自己の問いを立て、実験や調

査を実施し、分析や推論を行うような深い

思考活動が特徴である。Bredderman (1985)

によれば、探究的な学習の効果は、理科

の知識の理解 (d=0.16) よりも理科の思考

能力に関連した側面 (d=0.51) により高い

結果が出ることが報告されている。また、

Nwagbo(2006) の研究では、高い科学リテラ
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シーを持つ生徒には高い効果が表れ、低い

科学リテラシーを持つ生徒には、低い効果

が示された。探究型学習では、思考活動が

中心となるため、必要な基礎知識がある場

合は学習効果は向上し、不足している場合

には学習の効果が低下する傾向があると考

えられる。つまり、教師は、「探究型学習」

を効果的に活用するには、事前に授業に必

要な基礎知識の確認が重要と考えられる。

　続いて、教授言語に関するカテゴリーの

研究に着目すると、Piper ら (2016) は、母

語から現地語への指導法と現地語から現地

語への指導法のどちらが学力に影響を与え

るかを調査し、母語から現地語を教える方

法が中から高い効果 (d=0.3-0.6) があるこ

とを示した。また、Brunette ら (2019) は、

初等教育の 1 年生時に母語で現地語を学

習したグループと現地語で現地語を学習し

たグループの 2、3、4 年生時の読解力を比

較したところ、前者の方が中から高い効果

(d=0.11-0.51) が得られたことを示した。さ

らに、Sailors ら (2010) は、現地語から英

語を習得した児童らと、英語から英語を習

得した児童らの学力を比較し、現地語の訳

をつけた教科書で学んだ児童らの方が高い

効果(d=0.44-0.68)が示したと報告した。こ

れらの研究から、学習者が理解可能な言語

を使用することが学習効果に最も影響を与

えることが共通して示されている。同時に、

現地語や教授言語が母語でない場合でも、

適切に設計された指導法により、母語と同

等の学習効果が得られることが報告されて

いる(Piper et al., 2016)。言語習得にお

いて最も効果的な指導法を特定することは

難しく、国や地域、クラスの環境、そして

最終的には児童一人一人に合った指導法を

考慮する必要があることが示唆される。

　最後に、教材と教具に関するカテゴリー

の研究では、新しい教材や教具が導入され、

それらの効果や周囲のリソースを教育教材

として活用する効果が調査されている。特

に、ICT 教材については「オーディオブッ

ク」と「リテラシーゲーム」が評価され、

これらは個別の児童の学習速度に合わせて

学習できる利点がある。研究結果によれば、

「オーディオブック」の効果は d ＝ 0.16( 中

程度 ) であり、「リテラシーゲーム」は

d=0.45( 高程度 ) が報告されている。この

ことから、「オーディオブック」の速読練習

が、実験期間を 30 日間 (1 日 10 分 ) 以上に

拡大すると効果が増加する可能性が示唆さ

れている。「リテラシーゲーム」は、短期間

（2週間）で高い学習効果があったことから、

このゲームは児童の学習レベルや興味に合

致している可能性が高い。教材を通じた遊

び感覚の学習効果について、Mares と Pan

（2013) は、セサミストリートの学習効果を

途上国の 15 カ国を対象に調査し、平均効果

が d=0.292 であると報告している。セサミ

ストリートは、米国の非営利団体によって

作成された教育番組でさまざまな言語に翻

訳されて放送されている。ただし、文化背

景が途上国と一致しないため、効果は中程

度である可能性がある。一方、「リテラシー

ゲーム」は、現地語習得を支援するための

プログラムとして設計されており、児童の

文化背景に合致している可能性があるため、

高い学習効果が得られたと考えられる。特

に、現地語学習において、地域や国の文化

背景を考慮した ICT 教材が、児童の言葉の

文脈的理解を促進する要因になる可能性が

ある。

　教室で活用できる教材として、「コン

ピューターシミュレーション」と「パワー

ポイント」の二つがあげられた。「コンピュー

ターシミュレーション」に関しては、物理

の授業における教科書での説明と、コン

ピューターでの説明を比較した研究結果に

よれば、後者の学習効果は d=1.21-1.24( 高

程度 )であった (Thiong et al. 2014)。言

葉や教科書だけでは複雑な現象を説明する

のは難しいため、コンピューターシミュレー
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ションは有用な手段であると考えられる。

また、教育環境が実験に適していない場合

には、コンピューターシミュレーションを

活用することが効果的である。また、「パワー

ポイント」の使用に関しては、教師がパワー

ポイントを活用した授業と従来型の講義ス

タイルの授業を比較し、教師がパワーポイ

ントを使った方が、d=0.51( 高程度 ) の効

果があったと報告されている（Onivehu &  

Ohawuiro, 2018)。教師がコンピューターを

授業で活用することにより、学習者に効果

的な授業を提供する成功事例は、広く応用

できる価値のあるものである。現時点では、

教材や教具の効果を検証する研究は限定的

である可能性があるが、適切な検索条件を

用いれば、多くの文献が見つかる可能性は

高い。今後、ICT 教材や教材教具の効果に

関する研究のレビューは、ますます重要に

なるであろう。

4.6 考察のまとめ

　これまでの考察に基づき、アフリカ地域

での学習指導法の学力への効果を評価した

実証研究は、以下の特徴を持つことが明ら

かとなった。

・ 総合的にアフリカ地域における学習指導

法に関する研究は 2010 年以降から増加

傾向にあり、RCT の大規模研究に加えて、

研究対象国の高等研究機関における準実

験を用いた実証研究が蓄積されている。

しかし、研究の不均衡や特定の国に焦点

が当てられる傾向があり、より広範な研

究が必要である。

・ 初等教育と中等教育において学習指導法

の研究は、まだ発展途上であり、特に初

等教育における研究が不足している。異

なる教科における指導法の研究と、学力

格差を減少させるための低学力層に焦点

を当てた研究が今後の教育改善に重要で

ある。

・ 多くの研究が学習者中心型の指導法と従

来の教師中心型の指導法を比較し、学習

者中心型のアプローチが学力向上に寄与

する可能性があることを示していた。効

果がみられた学習指導法として、「構成主

義に基づく指導」、「完全習得法」、「協同

的な学習」、「問題解決型学習」、「サイエ

ンス・プロセス・スキル」、「行動目標設定」、

「デモンストレーションメソッド」、「シ

ミュレーションゲーム」、「探究型学習」、

「目標設定」が挙げられた。また、教授内

容や個人の学習速度に適した ICT 教材や

教材教具の導入が、学力向上に寄与する

可能性が示唆された。

・ 教授言語による学力への影響における研

究の分析により、理解可能な言語を使用

することが学力向上に貢献することが示

唆された。また、母語から現地語または

教授言語への移行においても、適切な指

導法が学力の差を埋めるのに役立つこと

がわかった。

・ 学習指導法の学力への影響は、高程度、

中程度、低程度の効果が報告されており、

本研究では、多くの指導法が高程度の効

果を示していたが、学習者の状況やクラ

ス環境によって異なる可能性があること

が示唆された。したがって、教育者は指

導法の選択に際して学習者の特性を考慮

する必要がある。

　本研究は、アフリカ地域における学習指

導法に関連する重要な洞察を提供し、今後

の更なる研究に有益な貢献をするものと考

えられる。

4.7 本研究の課題

　本研究の文献レビューでは、ハンドサー

チが対象文献の抽出に有効であった一方、

次の２点が課題として挙げられる。

　まず本研究は、国際ジャーナルや国際機

関、研究所の報告を中心に文献検索を行っ

たため、アフリカ地域の大学や研究所の

ジャーナルは網羅できなかった。このため、
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今後はアフリカ地域の大学ジャーナルを含

む広範なレビューが推奨される。次に、パ

ブリケーションバイアスの分析を行えな

かった。このため、公表された研究の効果

量が過大評価される可能性が考えられる。

今後の研究の質向上のため、パブリケーショ

ンバイアスの考慮が必要である。

　これらの課題を踏まえることで、今後の

研究がより広範で網羅的なものとなり、さ

らなる科学的知見の蓄積が期待される。

５．おわりに

　本稿は、アフリカ地域における学力向上

に寄与する学習指導法の実証研究につい

て初めての文献レビューを提供している。

2000 から 2020 年までの 21 年間で公開され

た、アフリカ地域を対象とした 22 の研究論

文を分析した結果、学習指導法の効果に関

する重要な洞察が得られた。

　分析された文献はランダム化比較試験

（RCT) だけでなく、準実験を用いた研究も

含めることで、先行研究よりも多くの実証

研究を網羅した。このアプローチにより、

アフリカ地域における学習指導法の学力向

上への効果を検証する研究の動向と課題に

ついての理解を深めることができた。さら

に、分析から学習指導法が学力向上に寄与

する要因を明らかにすることが可能になっ

た。

　アフリカ地域の学力向上に貢献するため

には、国や地域の具体的な文脈に適した効

果的な学習指導法に関する研究が今後ます

ます重要となる。本レビューが、アフリカ

地域の学力向上に向けた効果的な学習指導

法の研究の基盤を築くための一石となるこ

とを期待する。

注釈

1) 本研究で対象とした国は、国際連合 (UN) が

定めているサブサハラアフリカ地域の 48 ヵ

国 ( 英国と仏国のテリトリーを除く ) であ

る。対象国： Angola, Benin, Botswana, Burkina 

Faso, Burundi, Cabo Verde, Cameroon, Central 

African Republic, Chad, Comoros, Cote d'Ivoire, 

Democratic Republic of the Congo, Republic of 

the Congo, Djibouti, Equatorial Guinea, Eritrea, 

Eswatini (Formerly Swaziland), Ethiopia, Gabon, 

Gambia, Ghana, Guinea, Guinea-Bissau, Kenya, 

Lesotho, Liberia, Madagascar, Malawi, Mali, 

Mauritania, Mauritius, Mozambique, Namibia, 

Niger, Nigeria, Rwanda, Sao Tome and Principe, 

Senegal, Seychelles, Sierra Leone, Somalia, South 

Africa, South Sudan, Tanzania, Togo, Uganda, 

Zambia, Zimbabwe. Source: https://unstats.un.org/

unsd/methodology/m49/overview/
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Sub-Saharan Africa region has the biggest challenge to improve children’s 
academic performance in the world. Therefore, the countries in the region set their 
education policy toward the improvement of quality of education. Nonetheless, 
academic achievement, including the ratio of children who achieved the basic 
proficiency level in Africa is still extremely low. Moreover, there is a shortage 
of robust evidence on how to improve the academic performance in Africa. To 
support evidence-based decision making, this study aims to provide a database 
of literature which described effective teaching methods to improve students’ 
academic performance in Africa. Previous studies revealed that the intervention 
of teaching methods had the highest impact on learners’ academic performance 
compared with any other educational interventions. However, little is known 
about which teaching methods specifi cally had an impact on learning performance 
in the region. To address this gap, this study reviewed research of the last two 
decades on the effect of teaching methods on students’ academic performance in 
primary and secondary education in Africa. The study applied a narrative review 
to identify all studies related to the topic in Sub-Saharan Africa. The study found 
532 articles, of which 22 were selected for analysis according to a set of selection 
criteria. Selected studies were analyzed by target country, published year, research 
design, target level, subject, research purpose, effect size and gained effect. In 
findings, studied country is leaned to several countries that higher education 
institutions are advanced. Using RCT was limited and most of the studies were 
applied quasi-experiment. Selected studies were mainly targeted natural science 
subjects at secondary education. Focusing on usage of teaching methods at other 
subjects in especially primary education are necessary. Most of the studies showed 
high effect size. Hence, the application to a verity of class structured situation is 
highly needed. Based on the fi ndings from the review, I propose research agenda 
that holds the potential to contribute to the accumulation of evidence, thereby 
accelerating evidence-based decision making in Sub-Saharan Africa.


